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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成21年5月21日(2009.5.21)

【公開番号】特開2009-74171(P2009-74171A)
【公開日】平成21年4月9日(2009.4.9)
【年通号数】公開・登録公報2009-014
【出願番号】特願2008-219930(P2008-219930)
【国際特許分類】
   Ｂ２２Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   9/24     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  13/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ  17/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２２Ｆ   9/00    ＺＮＭＢ
   Ｂ２２Ｆ   9/24    　　　Ｆ
   Ｂ２２Ｆ   9/24    　　　Ｅ
   Ｂ２２Ｆ   1/02    　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｊ  13/00    　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｆ  17/52    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月5日(2009.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属ナノ粒子（Ａ）と、この金属ナノ粒子（Ａ）を被覆する保護コロイド（Ｂ）とで構
成された金属コロイド粒子であって、前記保護コロイド（Ｂ）が、カルボキシル基を有す
る有機化合物（Ｂ１）と、高分子分散剤（Ｂ２）とで構成されている金属コロイド粒子。
【請求項２】
　金属ナノ粒子（Ａ）を構成する金属が、少なくとも貴金属を含む金属である請求項１記
載の金属コロイド粒子。
【請求項３】
　有機化合物（Ｂ１）が、脂肪族カルボン酸およびヒドロキシカルボン酸から選択された
少なくとも１種である請求項１又は２記載の金属コロイド粒子。
【請求項４】
　有機化合物（Ｂ１）が、Ｃ１－１８脂肪族カルボン酸および脂肪族ヒドロキシカルボン
酸から選択された少なくとも１種である請求項１～３のいずれかに記載の金属コロイド粒
子。
【請求項５】
　高分子分散剤（Ｂ２）が、カルボキシル基を有する請求項１～４のいずれかに記載の金
属コロイド粒子。
【請求項６】
　有機化合物（Ｂ１）がＣ１－１８脂肪族カルボン酸およびＣ２－３４脂肪族ヒドロキシ
カルボン酸から選択された少なくとも１種である請求項１～５のいずれかに記載の金属コ
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ロイド粒子。
【請求項７】
　有機化合物（Ｂ１）が、Ｃ１－１８アルカン酸およびＣ１４－３４縮合多環式脂肪族ヒ
ドロキシカルボン酸から選択された少なくとも１種である請求項１～６のいずれかに記載
の金属コロイド粒子。
【請求項８】
　有機化合物（Ｂ１）と高分子分散剤（Ｂ２）との割合が、前者／後者（質量比）＝８６
／１４～４／９６である請求項１～７のいずれかに記載の金属コロイド粒子。
【請求項９】
　保護コロイド（Ｂ）の割合が、金属ナノ粒子（Ａ）１００質量部に対して１．０～６０
質量部であり、有機化合物（Ｂ１）と高分子分散剤（Ｂ２）との割合が、前者／後者（質
量比）＝８６／１４～４／９６である請求項１～８のいずれかに記載の金属コロイド粒子
。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれかに記載の金属コロイド粒子および溶媒を含む分散液。
【請求項１１】
　金属ナノ粒子（Ａ）に対応する金属化合物を、請求項１記載の保護コロイド（Ｂ）およ
び還元剤の存在下、溶媒中で還元し、請求項１記載の金属コロイド粒子を製造する方法。
【請求項１２】
　溶媒中の金属化合物の濃度が、金属の質量換算で、５～３０質量％である請求項１１記
載の製造方法。
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